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青少年の体験活動等の重要性に係る普及・啓発事業 

 

 「夢・HOCKEY・in はなやま」 

 

１．趣旨  

トップアスリートの豊かな経験と高い技術に触れ、ホッケーを通して技術と知識の向上を図ると

ともに、 望ましい生活習慣を身に付ける。 

 

２．事業の概要 

（１）期日 平成２９年１月２０日（金）～２１日（土）〔１泊２日〕 

（２）参加者 

８団体１１０名（内訳 小学生２２名・中学生１７名・高校生２５名・大人４６名） 

   ・築館スポーツ少年団    ・一迫スポーツ少年団   ・築館中学校ホッケー部 

   ・栗原西中学校ホッケー部  ・築館高等学校ホッケー部 ・迫桜高等学校ホッケー部 

   ・宮城クラブ男女      ・保護者 

  

３．企画・運営のポイント 

①地元出身のオリンピック（ロンドン・リオ出場）選手の三橋亜記選手と日本のトップリーグ

で活躍する コカ・コーラウエスト・レッドスパークス 所属、菅原梢選手を招き事業を実施した。  

②地元ホッケー協会と連携し運営及び参加募集を行った。 

 

４．日程 
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５．主な活動内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【１日目】「講師の三橋選手（右）・菅原選手（左）」   【２日目】「三橋選手とミニゲーム」 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%82%AB%E3%83%BB%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%82%A8%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AC%E3%83%83%E3%83%89%E3%82%B9%E3%83%91%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%82%B9_(%E3%83%9B%E3%83%83%E3%82%B1%E3%83%BC)
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【１日目】「最新のトレーニング」          【２日目】「参加者と記念写真」 
 

６．成果と課題 

 （１）参加者アンケート結果 

   満足：１００％  やや満足：０％  やや不満：０％  不満：０％ 

 

（２）参加者の声 

・来年もよろしくお願いします。子供達にとっても、大人にとっても良い機会となりました。

ありがとうございました。 

・ホッケー未経験者の方も対象に加えてはいかがでしょうか？ 

・とても良い機会だと思う。ホッケー競技を多くの人に知ってもらう為にもこういう事業が年

に何度か実施しても良いと思った。ありがとうございました。 

・また、来年も行ってほしいです。子供達の良い交流の場になったと思います。ありがとうご

ざいました。 

・とてもよかったです。 

    

 （３）成果 

①トップアスリートの高い技術を体験したことで、技術を習得するきっかけとなった。  

②小学生、中学生、・高校生で約７０人、大人の参加者もあり指導者を加え１００人近くがプ

レイホールで賑やかな教室となった。小中学生たちは準備体操前からボールを触るのを待ち

きれない様子がうかがえジュニアたちの上達には目を見張るものがあった。 

③大人もチームに混ざりミニゲームを行い、世代を超えたホッケー交流も見られた。 

   

（４）課題 

①開催時期の設定について、講師との兼ね合いもありこの時期がベストと考えるが、2日目に

ホッケー場で開催することも検討していきたい。 

②ホッケー未経験者も参加できるようなプログラムを検討していきたい。 

  

 

担当：企画指導専門職 山田 健一 


